
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ワンダー』 

R・J・パラシオ著 

中井はるの訳 

きっとふるえる、オールガストは

ふつうの男の子。ただし顔以外は。 

『アーモンド』 

 ソン・ウォンビョン 

矢島暁子訳 

感情がわからない少年ユンジェ。

ばあちゃんは僕を「 かわいい怪物」

と呼んだ。 

『5分後に意外な結末』シリーズ、  

『3分後にゾッとする話』シリーズ、  

『54字の物語』シリーズ、  

『ラストで君は まさか！」と言う』シリーズなどなど、

朝の読書にお薦めのシリーズがたくさん！ 

『少年と犬』 

 馳星周著 

いろんな人と一匹の犬が関わって

いくお話で､直木賞受賞作です。 

『ざんねんないきもの事典』 

 今泉忠明監修 

分かりやすい絵で説明されていて､

とても面白く読みやすいです。 

図書館日和 
藤代紫水高等学校

図書委員会発行 

2022 年 9月 20 日  

今年 3年ぶりに『朝の読書週間』を実施する予定です。 10月 3日（月）～10月 7日（金）の

1 週間です。全員で読書するので自分の好きな本を用意してください。 なかなか読みたい

本が見つからない人は、是非、本校図書館へ！ 多分野にわたる 14000 冊の本があり、あな

たの気に入る 1冊が見つかるはずです。 

ここに図書委員が選んだ朝読にお薦めの本を載せました。 

皆さんの参考にしてみてください。 

『君に恋するなんて、 

ありえないはずだった』 

 筏田かつら著 

地味系眼鏡男子と派手系ギャルの

恋愛模様が面白かった。 

『彼女が好きなものは 

ホモであって僕ではない』 

 浅原ナオト著 

この本を読んだ人のそれぞれの道を

王道へと作り変えてくれます。 
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『ミカンの味』 

 ソン・ウォンビョン 

矢島暁子訳 

誰もが味わう試練を少女４人で乗り

越えていく、シスターフッド小説。 
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『ようこそ実力至上主義の教室へ』 

衣笠彰梧著 

最近、はやっている本です。 

『天文学の図鑑』 

池田圭一著 

この本は星空のことから宇宙の誕生など天文学を幅広く学べます。 

『殺人者の涙』 

 アン＝ロール・ポンドゥ著 

伏見操訳 

それがいけないことだとわかっていても同情してしまうはかないストーリー 

『雲を紡ぐ』 

伊吹有喜著 

いつもの一日でも小さな一つでも大切なことがあることを教えてくれます。 

『クロニクル千古の闇第 1 巻 オオカミ族の少年』 

ミシェル・ペイヴァー著 

さくまゆみこ訳 

彼の力がしめした先には必ず何かがあり、みていて飽きません。 

『文豪ストレイドッグス』 

朝霧カフカ著 

キャラクター化された文豪が出てきて勉強になります。 

『ぼくらの七日間戦争』 

宗田理著 

横暴な親や先生たちに対して反旗を翻し廃工場にたてこもる。 

『出版禁止』 

長江俊和著 

最後に知るどんでん返し！！知ればもう一度読みたくなります。 
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